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技術概要

従来の蒸着法やゾル－ゲル法といった方法で調製された二酸化チタン光
触媒被膜は、剥がれやすく耐久性が低いという課題がありました。本発
明者は、硝酸塩が溶解された一価の水酸基を有する無水溶媒中でチタン
又はチタン合金を陽極酸化する方法によって、窒素原子がドープされた
耐剥離性の高い二酸化チタンを表面に形成させた被膜を得ることに成功
しました。二酸化チタンの結晶系は、アナタース型とルチル型の混合型
として構成されます。

耐剥離性に優れた窒素ドープ二酸化チ
タン表層を有する可視光応答性光触媒、
及びこれをより安価に製造する方法を
提供するものです。

発明の目的

耐久性に優れた二酸化チタン表層を有
する可視光応答性光触媒が得られるこ
とから、医療分野、室内の壁材、ビル
外壁、屋根その他の建造物資材、厨房
ダクト等、広範な用途に活用できます。
また、可視光応答性光触媒を特定の溶
媒中でチタン又はチタン合金を陽極酸
化することにより、簡便かつ安価に製
造することができます。

効果

図面
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